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Q 市川市の景観の重要な要素は何だと思いますか︖

歴史・⽂化とクロマツだと思います。
特にクロマツは市川市にとって特別なもの。全国で、クロマツを市の⽊と
している⾃治体は多くありますが、市川市ほどクロマツが市街地の中に位
置づけられ、地域の景観形成において重要な役割を担っているまちは他に
はないと思います。
しかし、市⺠にクロマツがまだまだ浸透していないと感じているため、ク
ロマツ観察ワークショップやクロマツの⾵景写真と⽂⼈たちの作品を結び
付けたパネル展⽰、講演会を開催し、啓発に努めています。

☆インタビュー☆

「まちづくり」について、「ま
ちなかの⾃然環境」、「まち並
み景観と建築」、「暮らしの歴
史と⽂化」の観点から分かり易
い題材を採り上げ、住環境と景
観の向上を⽬指し、市⺠レベル

で活動している。このコーナーでは、歴代の景観賞受賞者にどのような景観まちづくりを
⾏っているか、お話を伺います。

今回は、第10回景観賞受賞者の

まちづくり家づくりCafe Ichikawaは、市川の美しい景観を守り、将来につなげること
を⽬的に活動しています。クロマツ、歴史⽂化、古い⺠家、まち並み、路地の魅⼒などの
観点から定期的なまち歩きワークショップ、写真・資料展⽰、講師を招いてのフォーラム
の開催やまち歩きマップの作成など、さまざまな活動を⾏っています。

まちづくり家づくりCafe Ichikawa さんです。

☆活 動 紹 介☆

まち歩きワークショップなどで撮った⾵
景写真がたまると、パネル展⽰を実施し
ていますが、より多くの⼈に市川の景観
の現状について関⼼を持ってもらい、理
解を深めてもらいたいという想いから、
パネル展⽰の資料などを編集してマップ
を作成しています。

Q まち歩きマップはどのように作成して
いますか︖

個⼈宅のクロマツの数が年々減ってきています。クロマツのある⾵景
をできるだけ残すために、みんなで知恵を出し合いながら、検討して
いきたいです。たとえば、クロマツのオープンガーデンなど、今まで
にない企画を提案したいと考えています。
また、活動を通じて発信している「景観まちづくり」のヒントを⾏政
が施策に反映していくような仕組みづくりができればよいと思います。

Q 今後やっていきたい活動は︖

景観まちづくりについて関⼼のある⼈た
ちが集って、みんなでおしゃべりできる
場所を提供したいという想いから命名し
ました。
将来的には、カフェを作れるとよいなと
いう願いも込めています。

Q 会の名前の由来は︖

Q 活動を継続する秘訣は︖
常に新しい企画アイディ
アを考え、実⾏に移すこ
とです。

これまでに4地域のマップを作成し、
1部100円で販売中。また、まち歩
きワークショップに参加する⽅には、
該当地域のマップを資料としてお渡
ししています。
第1弾︓「市川・真間・菅野」
第2弾︓「⼋幡、中⼭」
第3弾︓「江⼾川河畔から国府台」
第4弾︓「⾏徳」

⾏徳 権現道まち歩きワークショップ

講演会「クロマツのある市川の景観の意味」
千葉⼤学 藤井英⼆郎教授（当時）

受賞理由

会員随時募集中︕
年会費3,000円
会員にはまち歩きマップを無料で差し上げ
ます。
また定員が限定されるイベントでは、会員
優先にする場合もあります。
お問い合わせ︓（代表）髙⽊ 彬夫
arch_takagi@nifty.com

イベントは、地域新聞またはTwitterで
お知らせしています。
Twitter︓@ichimachicafe

マップづくりの
ために写真を選
んでいます︕

今回インタビューにご協⼒
いただいた皆様です︕
前列︓左から⾼野さん、
森⽥さん、主原さん
後列︓岩⽥さん、佐藤さん、
髙橋さん、髙⽊さん
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